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市が都市計画法に基づき、市民意見を反映させな

がら、都市の将来像、土地利用や道路・公園等の都市

施設の整備方針等、基本的な方向性を示したまちづ

くりの総合的な指針です。 

 

 

2010(平成 22)年の都市計画マスタープラン策定後、10年が経過し、社会情勢の変化、関係法令

の改正、上位計画の策定など、本市を取り巻く状況の変化に的確に対応するため、今回改訂するも

のです。 
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ù  
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ù∞ ǘǄ 

飯塚市全域とします。 

(1)将来の都市の姿を示すものです 

(2)市が決定する具体の都市計画の指針

となります 

(3)市民主体のまちづくりの指針となり

ます 

ũ ǡ 

 Ǟטּ

ǄǙ 

●方針を実現していく

ための方策などにつ

いて示します。 

Ũ ȧºɜ  

Ǳǔǘǂǽ

 

●ゾーンごとに、

将来像やまち

づくり方針を

示します。 

Ŧ ǡ 

Ǜ 

 

●本市の基本的

課題を示しま

す。 

ŧ  

Ǳǔǘǂǽ 
ǡ Ǜ 

 

Ǳǔǘǂǽ 
ǡ 

 

 
 

 
 

●将来のまちづくりに向けた理念や都市目標像及びまちづ

くりの基本目標を定め、目指す将来都市構造を示し、実

現に向けて、都市計画に係る分野の方針を示します。 

 

反映 

反映 

筑豊都市圏 
都市計画区域の
整備、開発及び
保全の方針 
(福岡県策定) 

第２次飯塚市 
総合計画基本 
構想・基本計画 
(個別計画の指針) 

飯塚市国土強靭化 
地域計画 

(国土強靭化に関する
指針) 

※令和４年３月策定予定 

都市計画の決定 

具体の都市計画の実施 
(用途地域、都市施設、特別用途地区、 

市街地開発事業、地区計画など) 

ṇ⁸ ⁸  
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意
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そ
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他
の
行
政
計
画 

反映 

整合 

ṇ⁸ ᷂ ӓ ⁸ ӢḢ  
⁸ ʝ  
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ǞƲⱳ ǲꜘǟǭ ǞȅǠƳ 

10年後の 2031(令和 13)年 
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⁸ Ҙ
ҍї 

ẉ ʺ̱
 

ᶍ  

●人口減少・高齢化への対応 

●産業、雇用の場の創出 

●市街地の再生( 中心市街地
の活性化、市街地への都市

機能集積の強化、空き家・
空き地への対応) ●拠点市街地での機能強化、生活

サービス機能の強化 

●地域特性を活かした魅力ある
居住環境の形成 

●利便性や快適性の向上 

●共生社会の実現に向けたバリ
アフリー化の推進 

 

●災害危険性の高いエリアの宅

地化抑制 

●都市基盤(道路、公園、下水道
等)の長寿命化、適正な更新 

●災害に強い都市の構築 

 

●都市と自然とのバランスの
とれた都市構造の構築 

●水や緑の自然環境、歴史資源

を大切にしたまちづくり 

●多様な主体が参加する
まちづくり(計画、管理

運営への参加等) 

●市民や市民組織、行政、
民間企業などが連携し
た地域課題の解決 

 

 

 

 

 

 

・3 つの大学と研究開発機関

等の立地 

・充実した医療施設 

・九州 2 大都市圏との良好な

アクセス 

・市街地内の人口密度低下 

・空き地・空き家の増大 

など 

ù ǡ   

・重要視されていて満足度が低いもの 

ą買い物・通院、交通の利便性 

 

 

 

・取り組むべき課題 

ą空き店舗・空き家と空き地対策、

歩行者にやさしい道路環境、公園・

広場の再編や統廃合、水害対策、自

然的景観の保全        

など 

 

 

 

 

 

 

 

・人口減少・高齢化の急

速な進行 

・自然災害の頻発 

・ＳＤＧｓ(持続可能な

開発目標)への対応 

・財政制約の高まり 

など 

ù ≥  ă ȋɜȚºȱ ù ǡ  טּ
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これからのまちづくりを進めていく上で、新たな時代の変化、本市の特性や強みを踏まえなが

ら、まちづくりの理念と都市目標像を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ─ ∆╕∟─ ( )  

Ǳǔǘǂǽǡ Ǜ  

 ※
(多様な連携によるコンパクトシティ) 

※ 拠点連携型都市 

「豊かな森林・田園の広がる環境の中で、中心拠点や生活圏の中心となる地域に生活利便施設や公共公益施設など

が適切に配置され、中心拠点と各地域を公共交通機関で結ぶことにより、都市的サービスの提供を補い合うことで、

生活利便性を高める」都市のことをいいます。 

᷀ ⁸ ỡ 

שּ
 

( ) 

צּ אל

︣  

ֺ ʴⱲ ⁸ ᷂ 
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︡ḭ 
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Ǳǔǘǂǽǡ  
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まちづくりの理念と第２次飯塚市総合計画におけるまちづくりの基本理念を勘案し、「В 」、「

Ҙ」、「 Ҙ」をキーワードとして、以下の３つの基本目標を定めます。 

 

 

  

ǵƿ↨ ǊǙ ǼǎǾ 

ǡǱǔ 

●誰もが生活サービスを利用し

やすいまち 

●頻発化する自然災害に備えた

災害に強いまち 

●行政、市民、警察、消防等が連

携し、誰もが安心して暮らせる

まち 

ȅ Ǿ ƵǾ 

Ǳǔ 

●3大学をはじめ、情報関連企業

や研究開発機関の集積を活か

した産業の活力あるまち 

●安心して働くことができる就

業環境の充実したまち 

 

ǲǒǂǝǾ 

ǲ ǄǒǂǝǾ 

ƵǾǱǔ 
●良好な住環境を形成するため

の道路や魅力ある公園のある

まち 

●地域コミュニティを維持し、住

環境の充実したまち 

●本市固有の観光資源を活用し、観

光の振興を図る、魅力あるまち 

●物理的・心理的バリアをなく

し、良好な住環境の確保に努め

た環境にやさしいまち 

Ǳǔǘǂǽǡ  

שּ  

基本目標❶ 

ǵƿ↨ ǊǙ ǼǎǾ ǡǱǔ 

基 ҍ 

ȅ Ǿ ƵǾǱǔ 

基本目標❸ 

ǲǒǂǝǾ ǲ ǄǒǂǝǾ ƵǾǱǔ 

שּ  

健幸と共生社会を目指し、多様な連携を図る 
コンパクトなまちづくり 

2
וֹףּ שּ

 

לּ ךּףּ טּ
 

ךּטּנּ פּ
 

︣  
 

פּ  
ךּ  

אל︡אל פּ  צּ
 

Ῥ 

῭ 

΅ 
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将来都市構造は本市の成り立ちを踏まえ、「拠点連携型都市(多様な連携によるコンパクトシテ

ィ)」の実現に向けて、市街地や自然・田園など土地利用の適正な立地、中心市街地や各地域の中心

などの位置付け、配置を示すものであり、今後のまちづくりの施策を展開していくための基本的な

枠組となります。 

 

  

 

ĺ Ļ 

ȧºɜ 
将来人口密度、都市的利便性など様々な視点から各地域の特性を把

握し、同じ土地利用の特性をもった地域のまとまり 

 
市民の日常生活を維持・向上させ、多様な活動を支える都市機能と

都市施設が集積している場所 

¤  
広域都市圏や市内の拠点間を結び、人々の多様な交流や円滑な移動

を支える主要な道路や公共交通網 
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分野別方針は、まちづくりの基本目標で設定した３つの基本目標(P.4参照)に対応し、市域全体

におけるまちづくりの方針として６つの分野で示します。 
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 Ҍ 

 צּ
︡  

 
 

 ҍ 

 
טּ  

 Ҏ 

שּ  
וֹ שּ
טּ

 

Ŧ£ ǡ  

שּ ḭ 
וֹ  
שּ  

 

Ҍ 都市的土地利用の推進 

ҍ 自然的土地利用の推進 

ŧ£ ǡ  

רּ ךּ  
שּ  

 
Ҍ 広域拠点と暮らしの拠点の

維持・充実 

ҍ 産業・観光拠点(レクリエー

ション・歴史)の維持・強化 

Ũ£ ǡ  

︡  ךּ︣
שּ  

 

Ҍ 道路ネットワークの整備・充実 

ҍ 公共交通環境の確保・維持 

Ҏ 歩行者空間等の整備・改善 

ũ£ ¤ ¤ ǡǱǔǘǂǽǡ  

ḱ ḱ ︣  
שּ  

 
Ҍ 公園・緑地の整備・維持・活用 

ҍ 自然や歴史的環境と調和す

るまちの形成 

Ҏ 魅力ある景観の保全・形成 

Ū£ זּ ¤ ǡ  

פּ  
 ךּ︡אל
שּ  

 

Ҍ 上下水道の整備・充実 

ҍ その他の供給処理施設等の

維持・管理 

ū£ ¤ ǡ  

 ḭשּ
︡  
שּ  

 

Ҍ 災害対策の推進 

ҍ 防犯・交通安全対策の充実 
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Ŧ£ ǡ  
都市と自然とのバランスのとれた都

市構造を構築するために、立地適正化

計画での土地利用誘導との整合性を図

りながら、それぞれの役割を十分に発

揮するための土地利用の規制・誘導や

効率的な都市基盤整備を進めます。 

 

活力があり、持続可能なまちづくり

に向けて、住宅地、商業・業務地、工

業地それぞれの特性に応じた適正な

土地利用を進めます。 

 

用途地域の指定区域外にあたる集

落地、農地、山林などについては、市

街地の拡大を抑制し、自然環境の保

全・活用に努めながら、コミュニティ

活動の維持や産業活動の向上を図り

ます。 

ŧ£ ǡ  
各拠点の役割を踏まえながら、拠点機

能の維持・強化を図っていきます。 

同時に、都市機能の誘導や、都市機能

の誘導と一体となった居住の誘導、拠点

形成と拠点間の連携を促進します。 

 

筑豊都市圏の中心都市としての役割

の発揮やにぎわい、地域の活力を高める

ため、中心拠点、地域拠点、コミュニテ

ィ拠点及び暮らし維持拠点の形成を図

ります。 

(

)  

学術・・研究開発拠点、工業拠点、歴史

観光拠点、レクリエーション拠点及びス

ポーツ・レクリエーション拠点において

は、それぞれの特性に応じ、機能の維持・

強化を図ります。 

ĺ ǡ Ļ 

ĺ ǡ Ļ 
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Ũ£ ǡ  
広域交流の活性化と拠点連携型都市

にふさわしい円滑な移動を図るため、交

通基盤の維持・整備及び公共交通の効率

化を図ります。 

 

広域都市間幹線道路、幹線道路等の

各機能に応じた整備・充実を図ります。 

 

公共交通の利用促進に向けて、公共

交通網及び交通結節点としての機能の

確保・維持や移動サービスの向上を図

ります。 

 

生活関連経路や沿道施設、新飯塚駅

や飯塚駅、飯塚バスターミナルなどの

主要交通結節点、各地域拠点における

バリアフリー化を促進し、公共の福祉

の増進に寄与します。 

 

ũ£ ¤ ¤ ǡǱǔǘǂǽ

ǡ  
公園や緑地を維持・活用するとともに、

自然環境や歴史・文化・景観資源等の様々

な地域資源を適切に保全・活用します。ま

た、河川や水辺を有効に活用することで、

親しみの持てる良好な水辺空間づくりを

進めていきます。 

 

都市公園とその他公園を含めた施設緑

地の適正な確保・維持を図ります。また、

公共施設緑地の管理・活用、民間施設緑地

の保全・創出を図ります。 

 

自然環境の保全・育成を図るとともに、

歴史・文化資源のまちづくりへの活用に努

めます。 

 

自然・・田園、市街地それぞれの特性を活

かし、魅力ある景観の保全・形成を図りま

す。 

ĺ ǡ Ļ 

ĺ ¤ ¤ ǡ 
Ǳǔǘǂǽǡ Ļ 
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ĺ זּ ¤ ǡ Ļ 
Ū£ זּ ¤

ǡ  
上水道は、将来にわたり安全で良質な

水を安定的に提供するため、適切な改修

と維持管理に努めるとともに、下水道に

ついても、計画的な施設の改修・更新を

進めています。 

 

良好な生活環境の形成や公共用水域

の水質保全を図るため、上水道の整備・

充実、下水道の整備と維持管理を図り

ます。 

 

都市施設である処理施設(し尿処理

施設・クリーンセンター)や地方卸売市

場の維持・管理を図ります。 

ĺ ǡ Ļ ū£ ¤ ǡ  
災害に強く、安心して暮らせるまち

づくりを目指し、浸水・土砂災害対策、

地震・火災対策を進めていきます。ま

た、「飯塚市国土強靭化地域計画」に

基づき、今後の本市の強靭化に関する

施策を推進していきます。 

 

大規模な自然災害等の発生に備え、

関係機関と連携してあらゆる災害対

策を推進します。同時に、ハード施策

とソフト施策が一体となった災害に

強い都市基盤の整備を推進します。 

 

市民・事業者・行政が連携し、安心

して日常生活が送れる居住環境づく

りを推進します。 

また、通学路についても、改善要望

箇所の安全対策を順次進めていきま

す。 
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全体構想に掲げた「まちづくりの基本目標」を達成するためには、分野別方針に基づく取り組

みを都市全体として進める一方で、地域課題に対応したより具体的かつきめ細かなまちづくりに

取り組んでいく必要があります。 

このため、ゾーン毎に、地域特性や課題を踏まえ、まちづくりの目標を明らかにし、目標に対

応した方針を示します。 

なお、ゾーン区分は、自然災害に対する安全性、将来人口密度、都市機能の集積や公共交通の

利便性など、様々な視点から類似性のある地域を括り、一つのゾーンとして設定しました。 

 

 

 

居住の特性や具体的な土地利用の状態などの特徴に合わせ、以下の４つのゾーンに区分しまし

た。 

 

  

fiכ♂  ╕∟≠ↄ╡  

ȧºɜ ǡ ƻ  

Ẍ פּ ṇ  

中枢的な都市機能が集積し、

公共交通等の利便性に優れた中

心拠点を含み、多様な都市活動

が営まれる区域です。 

Ẍ ṇ  

用途地域内で、既に都市的土

地利用が集積している区域であ

り、歴史的にその地域で中心的

な役割を担ってきた公共公益施

設の機能集積がある地域拠点を

含み、店舗、医療・福祉、教育な

ど日常生活に必要な施設が整っ

ている区域です。 

Ẍ ︣ רּ ṇ  

用途地域の縁辺部で、既に宅

地化され生活利便性も比較的高

く、住宅地などの都市的土地利

用と農地、集落地などの自然的

土地利用が共存する区域です。 

Ẍ ḱ ṇ  

既存のコミュニティ及び農

地、森林などの豊かな自然環境

に恵まれており、人口減少や高

齢化が進行し、過疎地域も含ま

れている区域です。 

ȧºɜ  
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筑豊都市圏の中心的な役割を担うゾーンとして、福祉や防災拠点施設及びにぎわいや活力をもた

らす商業施設などの既存の都市機能集積の維持・充実を図り、市域全体の発展を牽引します。 

また、共生社会の実現を目指す本市の玄関口として、バリアフリー化を推進します。 
 

 

 

 

 

 

  

ù  

Ǳǔǘǂǽǡ Ǜ  

╓ǡ ǞǨǈȂǊƷ 
ǞǁȂƷǛ ǡƵǾ ǡǱǔǘǂǽ 

Ҍ ǝ ǡ ȅ ƾǊ ǞǁȂƷǛ ƵǾǱǔǘǂǽ 

方針❶-1：まちなか居住の誘導と都市機能の充実 

方針❶-2：中心拠点にふさわしい交通基盤の充実 

ҍ ǌǬǙǡ ƿ↨ ǊǙ ǼǎǾǱǔǘǂǽ 

方針❷-1：共生のまちづくりの推進 

方針❷-2：安心・安全なまちづくり 

Ҏ ǝ ƿ Ǳǿ  ǝ ȅ ǌǾǱǔǘǂǽ 

方針❸-1：多様な連携によるにぎわいや交流の場づくり 

方針❸-2：良好なまちなか景観の創出 

・主要交通結節点及び生活関連施設を結ぶ経路における適切なバリアフリー化【❷-１】 

・公園の整備・集約・再編及び更新、低未利用地を活用した身近なオープンスペースの確保【❷-１】 

・身近な公園・オープンスペースは、誰もが利用しやすいバリアフリーの視点等による整備・管理【❷-１】 

・生活道路の計画的な改善や狭あい道路対策、狭小で危険な踏切の改良検討【❷-２】 

・通学路における改善要望箇所の安全対策、ゾーン 30 など生活道路対策の検討【❷-２】 

・倒壊のおそれのある危険な空き家等の除却促進【❷-２】 

・歴史的建造物が立地する周辺における歴史的なまち並みに配慮した景観創出【❸-２】 

など 

àȧºɜ á 

 

 fiכ♂⅛⌂∟╕
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àꜛ פֿ á 

・市民のやすらぎの場の整備(市民協働に
よる利活用の協議・検討)【❸-１】 

à ȤɜȨº á 

・地域活性化に寄与する土地利用の
誘導【❶-２】 

à ♯  ♯ Ǧ ȹȢȨºɈȳɔǛǐǡ á 

・広域性の高い高次都市機能を有する施設の維持・誘導【❶-１】 

・日常的な生活利便施設や住宅を中心とする土地の有効活用の
促進【❶-１】 

・まちなかを歩きたくなるような歩行者空間の改善(新飯塚駅
～飯塚駅周辺)【❶-２】 

à á 

・飯塚緑道や商店街等を活用した
消費者と生産者との交流の場と
しての活用の促進【❸-１】 

à á 

・都市計画道路新飯塚潤野線の

整備【❶-２】 

à ¤ á 

・市場跡地の有効活用とコンパクトシティの推進に向けた商業
系用途地域の集約によるにぎわいの創出及び地域の活性化
【❶-１】 

・大規模集客施設の誘致とアクセス道路の整備【❶-１】 

à ♯á 

・自由通路、駅前広場の整備
【❶-２】 

à 201 ȹȍȺȢá 

・国道 201 号バイパスの 4 車線化
に伴う、適切な沿道開発の誘導
【❶-２】 

à á 

・水江雨水ポンプ場の設置
【❷-２】 

à 1¤ 2 ╔ á 

・地域活性化に寄与する土地利
用の誘導【❶-２】 

ǱǔǝƾȧºɜǡǱǔǘǂǽ  
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居住と商業、工業、研究施設などが共存する市街地として、様々な世代のライフスタイルに対応

し、人口の維持・増加に結びつくよう多様な居住選択が可能なゾーンとして、新たなビジネスが生

まれ、世代間交流が盛んで、安全かつ快適なまちづくりを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ù  

ǡȹɒɜȢƿǛǿ ƿ Ȇǝ 
↨ ƾǗ ǝǱǔǘǂǽ 

Ǳǔǘǂǽǡ Ǜ  

Ҍ ǡȹɒɜȢƿǛǿ  ǊǷǌƷǱǔǘǂǽ 

方針❶-1：地域資源を活かした拠点機能の維持・向上 

方針❶-2：拠点形成と一体となった道路環境の整備 

ҍ ǵƿ↨ ǚ Ǟ ǼǎǾǱǔǘǂǽ 

方針❷-1：市街地特性にあった快適で安全な居住環境の形成 

方針❷-2：利便性や快適性を高める土地利用の推進 

Ҏ ƵǾ Ǜ ╔Ǚ¤ ǘǂǽƿǊǷǌƷ ǡǱǔǘǂǽ 

方針❸-1：地域特性を活かした魅力ある景観の保全・創出 

方針❸-2：地域コミュニティや子育て、健康に資する交流の場づくり 

・民間路線バス・コミュニティ交通などの効果的・効率的な運行、公共交通の利用促進【❷-１】 

・駅・拠点バス停での結節機能の確保・維持、バリアフリー化【❷-１】 

・通学路における改善要望箇所の安全対策【❷-１】 

・空き家におけるまちづくりへの利活用と空家等対策計画に基づく特定空家等の措置等の両面での対応検討【❷-
１】 

・道路改修や改築時における狭あいな幅員の道路の改善【❷-１】 

・排水路、河川の計画的な改修・更新【❷-１】 

・地域拠点の移動等円滑化促進地区指定の検討【❷-１】 

・子育て施設、教育施設周辺の低未利用地化した市有地の住宅地としての活用など、子育てや教育しやすい環境の形
成【❷-２】 

など 

 fiכ♂

àȧºɜ á 
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à á 

・河川改修等【❷-１】 

à♠ á 

・地域拠点としての活性化の推進

【❶-１】 

à á 

・浦田雨水幹線の水路改修【❷-１】 

・学校跡地の有効利用【❷-２】 

à♠ ╔ á 

・体育施設解体に伴う跡地の

有効活用【❷-２】 

à á 

・河川改修【❷-１】 

à á 

・学校跡地の有効利用

【❷-２】 

à á 

・二瀬交流センターの建設【❸-２】 

à ¤ á 

・移転に伴う既存施設の跡地利用【❷-２】 

à á 

・武道館移転に伴う跡地の

有効活用【❷-２】 

à á 

・地域拠点としての活性化の推進【❶-１】 

à Ⱨ Ǧǐǡ á 

・スポーツ・レクリエーション拠点としての機能強化及び

周辺環境の整備【❶-１】 

ȧºɜǡǱǔǘǂǽ  

à á 

・子ども図書館の創設

【❸-２】 

à ¤ á 

・九州工業大学情報工学部及び近畿大学産業理工学部周辺

において、研究開発機関等の集積を活かし、情報産業を

中心とした新たな産業を創出【❶-１】 
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市街地の維持や効率的な都市施設整備を図りながら、周辺の良好な自然環境や営農環境と調和し

た、ゆとりある住環境を形成するゾーンを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ù  

Ǜ ƿ Ǌǒ 
ǹǛǽƵǾǱǔǘǂǽ 

Ǳǔǘǂǽǡ Ǜ  

Ҍ ǱǔǝƾǷ ǛǗǝƿǽ ǡƵǾǱǔǘǂǽ 

方針❶-1：誰もが移動しやすい公共交通体系の構築 

方針❶-2：周辺環境に調和した操業環境の維持・充実 

ҍ Ǜ Ǌǒ↨ ǚǹǛǽƵǾǱǔǘǂǽ 

方針❷-1：適切な居住環境に配慮した土地利用の誘導 

方針❷-2：安全で快適な住環境の形成 

Ҏ ╓ Ƿ ȅ ƾǊǒ ƿ ǱǿǾǱǔǘǂǽ 

方針❸-1：地域資源の効果的な利活用 

方針❸-2：周辺環境と調和した良好な景観の形成 

・地域に適したコミュニティ交通の確保・維持【❶-１】 

・市街地周辺の良好な農地や緑豊かな自然環境の維持・保全【❷-１】 

・生活利便施設が立地する地区の住環境、営農環境に配慮した生活利便施設の維持【❷-１】 

・生活道路の適切な維持・更新、改修や更新時における良好な道路環境の創出(バリアフリー化など)【❷-２】 

・狭小で危険な踏切の改良検討【❷-２】 

・市域西側地域における、既存の穂波西及び筑穂インターを活用した地域の活性化・交通網の整備、フルインター化。
更に、過疎対策を含めて地域特性を活かしたまちづくりを進め、都市活力の維持・魅力を創出【❷-２】 

・地域意向を踏まえ、子育て世代や高齢者に利用しやすいような公園の再編・整備(公園等ストック再編計画の推進)
【❷-２】 

・総合的な治水対策の推進【❷-２】 

・災害危険性の高いエリアの宅地化抑制【❷-２】 

など 

╛∆╠⅞  fiכ♂

àȧºɜ á 
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à á 

・史跡との一体的な公園整備の

推進【❸-１】 

à á 

・学校跡地の有効活用(地域活性化を図り、居住

環境に配慮した土地利用の誘導)【❷-１】 

à 201 ȹȍȺȢⱲƷá 

・穂波東インター周辺や鶴三緒、上三緒地

区における周辺環境と調和した適切な沿

道開発の誘導【❷-２】 

・穂波西インターのフルインター化の推進

【❷-２】 

àּז á 

・学頭雨水ポンプ場の設置【❷-２】 

à 200 ǡ ⱲƷá 

・必要な生活利便施設の誘導【❷-１】 

ǷǌǼǁ ȧºɜǡǱǔǘǂǽ  

à♠ á 

・支所跡地の有効活用(地域活性化を図り、居住環境

に配慮した土地利用の誘導)【❷-１】 

à á 

・企業ニーズや現状、今後の見通し等を踏まえた適地の検討【❶-２】 

à ǝֿפ á 

・庄司川、庄内川等における河川改修などの適切な浸水対策の推進【❷-２】 
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自然環境豊かな森林、河川、低平地に広がる田園などの保全を基本に、既存集落での基礎的な生

活機能の集積・維持などにより住環境とコミュニティを持続しながら、自然体験やレクリエーショ

ン、歴史とのふれあいなど多様な交流を促進するゾーンを目指します。 

 

 

 

 

 

  

ù  

ƵǾ Ƿ Ⱨȅ ǽ ȜɈɎȴȯȌȅ╔ǳ 
ǡǱǔǘǂǽ 

Ǳǔǘǂǽǡ Ǜ  

Ҍ ȜɈɎȴȯȌ┐ ¤  ǡǱǔǘǂǽטּ

方針❶-1：集落地における住環境の維持・充実 

方針❶-2：公共交通などの必要な移動手段の確保 

ҍ Ǜ Ǜ ƿ ǌǾǹǛǽǛ↨ ǝǱǔǘǂǽ 

方針❷-1：田園・森林の保全と活用 

方針❷-2：豊かな自然と共生した安全な集落地の形成 

Ҏ ƾǝ   ƵǾ Ǧ ╓ ȅ ƾǊǒ ǡƵǾǱǔǘǂǽ 

方針❸-1：自然と地域資源を活かした交流機会の創出 

方針❸-2：魅力ある地域景観の維持・保全 

・空き地や身近な公園等におけるイベントや交流の場としての活用、イベント機会を通じた環境美化活動の継続【❶-
１】 

・地域に適したコミュニティ交通の確保・維持(利用者ニーズに合わせたバス停等の設置検討など)【❶-２】 

・森林整備計画及び森林施策等に基づく森林の適切な保全、荒廃森林の発生防止【❷-１】 

・土砂災害の発生の危険性が高い地域の土砂災害対策と適切な管理の推進【❷-２】 

・総合的な治水対策の計画的な推進【❷-２】 

・災害危険性の高いエリアの宅地化抑制【❷-２】 

・他市町との連携やまちづくり協議会等との協働による地域資源の掘り起こしと情報発信【❸-１】 

・周辺の田園や水路、社寺などの歴史的建造物と一体となった集落景観の保全【❸-２】 

など 

ה ◖Ⱶꜙ♬♥▫♂כfi 

àȧºɜ á 
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à 201 ȹȍȺȢá 

・4 車線化に伴う広域交流を通じた地域

活性化、観光交流の促進【❸-１】 

à á 

・河川改修等による浸水対策

の充実【❷-２】 

à á 

・伝統的なまち並みと調和した集落景観の

維持・形成【❸-２】 

¤ ȜɈɎȴȯȌȧºɜǡǱǔǘǂǽ  

à á 

・農地法等に基づく無秩序な開発防止、

耕作放棄地の発生及び解消に向けた取

組の推進、優良農地の保全【❷-１】 
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まちづくりの理念である「β⃰ В ̝ ẉ ᶫ 」

の実現に向けて、行政だけでなく、まちの主役である市民の皆さんとの協働や事業者、大学等との

連携によるまちづくりを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大規模集客施設の立地誘導 

・地域地区の見直し 

・開発許可制度の適切な運用 

・地区計画制度の活用 
 
 

・都市計画道路 

・都市計画公園等 

 

 

 

・都市計画マスタープランに基づく各種事業、施策の進捗状況と照らし合わせ、必要に応じて評

価・検証を行います。 

・評価・検証を踏まえ、必要があると認められる時は、計画の見直しを行います。 

  

 

連携 
協働 

Ŧ£ ǝ ǡ  

ŧ£ ǡ Ǌ 

 ─ ⌐ ↑≡ 

ǝ ǡ ǞǻǾǱǔǘǂǽǡ  

ǡǒǴǡטּ  

ɇȢȨºɀɒɜǡ ¤לּ Ǌ 

Ũ£ Ǜ ╓ ǡ ¤┐  

・拠点整備 

・地域公共交通網の確保・維持 

 

ũ£Ǳǔǘǂǽ ǡ  

・立地適正化計画の見直し 

・各種協定の活用(建築協定、緑地協定) 

・景観計画策定の検討 
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Ƶ ּט ╓  

国土強靭化基本計画及び福岡県地域強靭化計画を踏まえ、いかなる自然災害が発生しようとも市民の生命

や財産を守り、地域・経済社会の致命的な被害を回避し、迅速な復旧に資する「強靭な飯塚市」をつくるため

の計画。 

 

「飯塚市総合計画策定条例」に基づき、飯塚市が今後目指すべき将来像と、将来像を達成するための目標

や取組を総合的に示した計画。本市の行財政運営の最上位に位置し、各分野別計画の基本となる計画。 

טּ  

都市計画区域を対象に、都市全体の観点から作成する居住機能や医療・福祉、商業、子育て支援等の都市機

能の立地や公共交通の充実に関する包括的なマスタープランであり、それら施設の誘導により、コンパクト

シティに向けた具体的な取組を進める計画。都市計画マスタープランの一部とみなされる。(都市再生特別措

置法第 82 条) 

Ⱨ ȢȱȬȘ  

今後の人口減少、公園施設の老朽化に対応し、公園等を長期的に安定した維持管理、公園機能の維持を行

うために、適正配置や用途変更などにより、効率的な利活用を推進するための計画。 

ƾ ½  

性別、年齢、国籍の違いや障がいの有無等にかかわらず、すべての人がそれぞれの人権や異なる個性、独自性

等を尊重しつつ、互いに連帯し、共に生きていくこと。また、共に生きていくことのできる社会のあり方を表

す。 

 

個々人が健康かつ生きがいを持ち、安心して豊かな生活を営むこと。健幸都市とは、個々人が健康かつ生

きがいを持ち、安心・安全で豊かな生活を営むことができること(健幸)を、これからの「まちづくり」の中核

に位置づけ、市民誰もが健康で元気に幸せに暮らせる新しいまちづくり。 

ȜɈɎȴȯȌ 

一定の地域に居住し、共通の認識や連帯感をもった地域社会。 

ȜɈɎȴȯȌ  

公共交通不便地区の解消、高齢者等交通弱者が多い区域への利便性向上などの目的で、行政が主体となり運

行する交通機関のこと。 

ǈ  

不特定多数の方が利用する建築物、公共交通機関の施設、公園、道路などのこと。 

 

生活関連施設相互を結ぶ経路のこと。 

ȧºɜ 30 

市街地内の住宅地などにおいて、自動車事故の発生を防止し歩行者の安全を確保するため、一定の範囲を

ゾーンとして区域設定し、区域内での車の最高速度を時速 30km に制限する交通規制のこと。 

ǒ  

都市構造に大きな影響がある大規模小売店舗、病院、社会福祉施設、大学、自治体の公共施設（市役所やコ

ミュニティセンター等）などの公共公益施設のこと。 

  

都市計画法に基づき、地区の特性にふさわしい良好な街区を整備、開発、保全するために地区ごとに定め

るまちづくりのルールのこと。建築物の用途や形態、生垣等、きめ細かい規制や緩和を行うことができる。 

  

都市計画法に基く地域地区の一つ。用途地域内の一定の地区において、地区の特性にふさわしい土地利用

の増進など、特別の目的のため用途地域における建築物の制限を緩和又は強化することができる。 

 



21 

  

 

ǒ  

居住、商業、工業、教育・文化、保健・医療・福祉、レクリエーション、行政、交通といった様々な活動に

対して種々のサービスを提供する、都市自体がもつ働きのこと。 

 ╓ǡ   Ǧ ǡ ( ╓ɇȢȨºɀɒɜ)  

都市計画法に基づき、都道府県が都市計画区域ごとに定めるものであり、都市計画の目標、都市計画決定

の方針について定める。本市においては、筑豊広域都市計画区域に対して、「筑豊都市圏都市計画区域の整備、

開発及び保全の方針」として、一つの都市計画区域マスタープランが定められている。 

  

都市の骨格を形成し、安全・安心な市民生活と機能的な都市活動を確保するため、都市計画法に基づいて

都市計画決定された道路。 

 Ⱨ 

都市公園法に定められた公園または公園緑地で、国または地方公共団体が設置する。 

ǝ ȴºȣ 

意向。要望。需要。 

Ǣ ȹɓȋȾɓº 

高齢者や障がいのある人などが生活していく上で障壁となる段差など、物理的な障壁の除去をいう。より

広義に、障がいのある人などの社会参加を困難にしているすべての障壁を除去する意味でも用いられる。 

Ǳ Ǳǔǘǂǽ 

ハードの取組に加え、産業・観光、医療・福祉、教育・文化、スポーツなどのソフト面の取組、身近な地域

を対象にした取組も含めた総合的な取組のこと。 

Ƿ ╓ 

土地の合理的利用を図り、良好な環境を確保するために、地域ごとに建築物の用途や大きさなどを規制す

る制度。 

ƈ ƈŹżƨ( סּ ǝ )  

持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals)の略で，2001 年に策定されたミレニ

アム開発目標(ＭＤＧｓ)の後継として、2015 年 9 月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続

可能な開発のための 2030 アジェンダ」に記載された、2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国

際目標。国内実施・国際協力の両面において展開される「日本のＳＤＧs モデル」の一つに「ＳＤＧｓを原動

力とした地方創生、強靱かつ環境に優しい魅力的なまちづくり」が含まれている。 
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 ɇȢȨºɀɒɜȅǢǋǴ  Ƿ ǞǗƷǙǢ ּז ǡƆƇȜº

Ȳȅ ǲ ǖǙƷǒǓǂǛ  HPǡ ɃºȡǞȋȘȤȢǚǀǱǌ¡ 

ø ɇȢȨºɀɒɜ 

https://www.city.iizuka.lg.jp/toshikeshido/machi/toshi/kekaku/plan.html 

 

 

 

 

ø  

https://www.city.iizuka.lg.jp/sogo/shise/shisaku/sogo/sougoukeikaku.html 

 

 

 

 

ø טּ ╓  

https://www.city.iizuka.lg.jp/shobobosaianzen/kokudokyoujinka/kaigiroku.html 

 

 

 

 

ø טּ  

https://www.city.iizuka.lg.jp/toshikeshido/rittitekisei.html 

 

 

 

 

ø Ⱨ ȢȱȬȘ  

https://www.city.iizuka.lg.jp/shokokanko/kyoiku/leisure/kanko/mesho.html 

 

 

 

 

ø  

https://www.city.iizuka.lg.jp/toshikeseisaku/iizukayouto.html 

 

 

 

 

ø ɇȬɀ 

https://www.city.iizuka.lg.jp/toshikeseisaku/iizukayoutomap.html 

 

ֺ ⁸ ᶫ  

https://www.city.iizuka.lg.jp/toshikeshido/machi/toshi/kekaku/plan.html
https://www.city.iizuka.lg.jp/sogo/shise/shisaku/sogo/sougoukeikaku.html
https://www.city.iizuka.lg.jp/shobobosaianzen/kokudokyoujinka/kaigiroku.html
https://www.city.iizuka.lg.jp/toshikeshido/rittitekisei.html
https://www.city.iizuka.lg.jp/shokokanko/kyoiku/leisure/kanko/mesho.html
https://www.city.iizuka.lg.jp/toshikeseisaku/iizukayouto.html
https://www.city.iizuka.lg.jp/toshikeseisaku/iizukayoutomap.html


 

 

 


